
決算書掲載頁　195

内
訳

主として公共下水道の事業計画区域外の地域において浸水を防止し、生活雑排水を速やかに排水し、これをもって、市
民生活の安全と衛生的な生活環境の確保に寄与する。

限られた予算の中で、緊急性等を総合的に判断しながら対応していく。
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排水路の溢水により被害を受けている住民

限られた予算の中で、緊急性等を総合的に判断しながら対応する。
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事業：水路改修事業                                

１．浸水被害の軽減と雑排水の排除 

  排水路は、地域の雨水・生活排水等排除のための施設であり、市民生活に欠くことのできない重要な役割を 

 果たしています。  

  近年のいわゆる「ゲリラ豪雨」とよばれる短期的かつ集中的な豪雨による水害の防止や、流水機能の阻害に 

 よる生活環境の悪化を防ぐため、水路整備を行った。 

 

細事業：排水路改修事業                             

１．排水路改修の概要 

   浸水被害の軽減を図るとともに、雨水を速やかに公共用水域に排除するための水路整備を行った。 

 

 （１）工事請負費 

工 事 名  金額（円） 期 間 工 事 概 要 

 

 

上田町排水路改修工事 

 

 

  3,990,000 

 

H25.12.06 

～ 

H26.03.05 

施工延長 Ｌ＝３６．４ｍ 

 重力式擁壁工 Ｌ＝１０．０ｍ 

 根固工 Ｌ＝１５．３ｍ 

 水路工 Ｌ＝３６．４ｍ 

 堅排水工 １箇所 

計   3,990,000   

 


